


　東海地域は全国的にも外国人登録者が多く、特にブラジル人と中国人が多くを
占めている。岐阜県美濃加茂市は総人口の 8.8％が外国籍住民であり、これは市
では日本一高い割合である。こうした中、外国人と日本人が互いに協力して生き
ていく「多文化共生社会」がますます欠かせなくなってきている。美濃加茂市を
拠点に活動する美濃加茂華友会（みのかもかゆうかい）では、「１. 地域で生活す
る中国人をはじめとする定住外国人が、元気に暮らしていけるようにすること、
２. 定住外国人を受け入れた地域を、もっとよくすること」をミッションとして
活動を行っている。中国人用の相談窓口の設置、日本語・多言語講座、料理勉強会、
情報誌やメルマガの発行、地域イベントの参加など、その活動内容は多岐にわた
る。今回は自身も中国出身である代表の山田亜光さんにお話を伺った。

 INTERVIEW 1 外国人自助組織

　以前、市の多文化共生課で働いていた山田さん。当時は留学
生や研修生、日本人と結婚した中国人のお嫁さんなどがよく相
談に訪れたそうだ。美濃加茂市では約 400 人の中国人が暮ら
しているが、これまで中国人を支援するコミュニティはなかっ
たという。それでは、誰が彼らを救うのだろうか？市による後
押しもあり、山田さんは 2008 年に美濃加茂華友会を立ち上げ
た。当初は加茂郡在住者を中心に会員は 10 人程度であった。
名古屋などの都会から離れた場所にあるということもあり、会
員を増やすことは容易ではなかったが、団体情報誌の発行やメ
ルマガの配信などの情報発信を活発に行い、現在では会員約
40 名の団体になっている。美濃加茂華友会の活動の多くは会
員制で行われているため、山田さんは今後ももっと会員を増や
し、活動に参加してもらいたいと語った。

　華友会には、在留資格などの相談が増えてきていることから、
行政書士による無料生活相談会を定期的に開いている。中国人
の抱えている問題の中で最も多いのは日本人と結婚した女性の
家庭問題だという。旦那さんとのコミュニケーションの不和や
ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）、子どもの教育、姑と
の関係などがある。「日本料理が作れない」「日本語が話せない」
などの文化の違いにより意思疎通ができずにトラブルが起こる
こともあるという。過去には、日本に来たばかりで中国料理し
か作れない中国人のお嫁さんのいる家庭から「いつも姑の私に
油こいものばかりを作るのはいじめですか」と相談を受けたこ
ともあった。このようにさまざまな問題を抱えているにもかか
わらず、これまで相談できる場所がなく、ストレスが溜まり鬱
（うつ）状態になってしまうといったケースもあった。実際に
山田さんも日本に来て、町内会や自治会などの独特な風習に戸

惑ったそうだ。日本の家庭に入ったからといって「日本の風習
に従わなければならない」と考えるのではなく、「日本での文
化や習慣を理解したうえで生活すれば日本人と外国人がもっと
仲良くなれるんじゃないかな。日本人も彼女たちを理解して日
本のしきたりを教えてあげないといけない。お互いに理解を深
めることが大切。日本人が当たり前だと思っていることが、中
国人にはわからないのだから」と話した。

　では、中国人が暮らしやすい地域とはどのような社会なのか。
山田さんは、「相互理解」や「地域との連携・交流」が大切だ
と語る。中国人は日本語を話せないがために友達をつくること
や、近所の人と交流を深めることができない。その問題を解決
するための一助として華友会は市の料理講座やイベントに参加
している。日本語が話せなくても料理を通じて地域の人々と交
流することが出来るのだ。「やっぱり交流は大事！コミュニケー
ションが取れないと差別や偏見がいつまで経ってもなくならな
い。日本人側も積極的に中国人の集まりに参加し、自ら進んで
交流をもってほしい。交流を通じて、もっと文化や習慣を知れ

中国人を救うため・・・華友会発足！

お互いの文化を理解する

交流こそ多文化共生への第一歩

写真：中国語での生活相談会の様子。　

美濃加茂華友会

「日本人と外国人の相互理解   
～本当の意味の多文化共生とは～」

２ たぶんか便り



ばうまく付き合える。中国人のいるところに入って初めて彼ら
のことがきちんと見えるようになると思う。中国人が求めてい
るのは、日本人と同じように差別なく自分達を地域に迎え入れ
てくれること。それが本当の意味の多文化共生じゃないかなと
思います」。

　次にこれからの活動で新たに挑戦したいことを伺うと、笑顔
で「２つあります」と山田さん。1つ目は地域に住んでいる外
国人による多言語講座を進めていくことだ。「地域に住んでい
る外国人はその地域にとって財産だということに日本人は気付
いていない。わざわざ海外に留学したり、高い学費を出して塾
などに通わなくても身近なところで外国語が学べる。在住外国
人は能力やスキルがあるのに日本語が通じないばかりに就ける
仕事が限られてしまう。多言語講座を通じて、『自分の能力を
活かして地域の役に立つことができる』という自信をもっても
らいたい」。また、「日本人に、地域に外国人がいてよかったと
認識してもらいたい。地域の人と外国人との絆を深めることに
つながる」と亜光さんは言う。
　2つ目は外国人を自治会に参加させることだ。外国には自治
会そのものがないため仕組みがわからないことに加え、掃除当
番などやることがたくさんで大変そうというイメージがあるた
め、参加しない外国人が多いそうだ。しかし自治会は地域にとっ
てとても重要である。回覧板で生活に必要な情報を共有したり、
震災等の非常時に互いに助け合うためにも、近所とのつながり
は日頃から大切にしなければならない。美濃加茂華友会では、
外国人にとっても参加しやすい自治会づくりを進めている。

　華友会の魅力については、次のように話してくれた。「気楽
に参加できる団体という点ですね。中国人はわりと堅い集まり
が苦手なので、これからも、時間がある時はいつでも参加でき、
皆さんとワイワイできるような団体でいたいと思います。例え
ば、きっちり『○○講座』などと計画しても、なかなか参加し
てくれないでしょう。自分の参加したい時に参加して、会員同
士が仲良くなれればいいと思います。子どもがいるお母さんは

ママ友をつくることができ、子どもも遊び友達ができる。仕事
がない人に、自分の仕事を紹介することもできる。気楽に自分
のストレスを解消できる場所でありたいです」。
華友会の今後の課題については、「子どもの母国語（中国語）
教育はこれからもやっていきたいです。また、もっと日本人の
ボランティアもいたらいいなと思います。それらを解決するた
めには、もっと PRが必要です。Twitter や Facebook でもボラ
ンティア募集をしていきたいです。あとは、行政の協力も必要
です。多くの自治体では、まだ災害など緊急の際に外国語での
放送がされません。そういう時にこそ多言語化をしてほしいと
思います」と話してくれた。

　最後に、亜光さんの思い描く「多文化共生社会」とはどういっ
たものなのか尋ねてみた。「『日本人』と『外国人』という区別
がなく、同じ地域の住民としてお互いを温かく迎え入れるとい
うのが一つの理想だと思うんです。外国人も地域に貢献してい
ます。都市部から離れた地域では、若者が都会へ働きに行って
しまうので、地域の産業を支えているのは外国人です。定住す
る外国人も増えているので、近い将来、この地域の担い手とな
るのは外国人でしょう」。
　私はこの言葉を聞いて、日本人は「外国人がこの地域にいて
くれてよかった」、外国人は「日本に住んでいてよかった」と
感じられる社会が多文化共生社会なのだろうと思った。
（文責：竹内智香）

 美濃加茂華友会

新たな挑戦

『日本人』も『外国人』も同じ

写真：美濃加茂中央公民館での料理教室の様子。　

写真：華友会のメンバー。美濃加茂産業祭への出展の様子。　

３たぶんか便り
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 「若者への恩返し
 ～支援で受けた恩を講師になって返す～」

　事務所に隣接する「Elu-café（いるカ

フェ）」※ 1 で少しの間待っていると、「お

待たせして申し訳ありません。授業が延

びてしまい遅くなってしまいました」と

男性が現れた。その時、私は日本人の別

の先生かなと思っていたが、その方がま

さに染原さんだった。こんな流暢な日本

語を話す方が外国人というのには、正直

驚いた。そんな染原さんも日本へ来たば

かりのころは、あいさつ程度の日本語し

かできなかったそうだ。

　染原さんは来日後、日本の中学校へ通っ

た。しかしすぐに不登校となった。それは

日本語が上手に話せず、コミュニケーショ

ンがうまく取れなかったからだ。そのた

め学校以外でいつも一緒にいるのは兄弟

だった。

　染原さんが日本で初めて友達ができたの

は高校生のときだった。サッカーがきっか

けだった。それからは、大好きな日本の音

楽をきっかけに、たくさんの友達ができた

そうだ。歌詞が聞き取れなかったり、歌詞

カードを見ても読み方がわからなかったり

と大変だったが、言葉の意味を何度も調べ

たり、発音の練習をしたりした。カラオケ

友達もでき、「日本の歌を歌っていると日

本人みたいに日本語がうまいけど、普通に

話すときの日本語はまだダメだねなんて言

われたこともありました」と話してくれた。

　ブラジルでは学力はトップクラスだった

が、日本へ来てからは言葉がわからないせ

いでまったく勉強ができなかった。それが

とても悔しかったと染原さんはいう。人一

倍負けず嫌いな染原さんは日本語を習得す

るため、弟の通う小学校の日本語の授業に

参加したり、国際交流協会の日本語教室で

猛勉強した。そして、今日では日本語を教

えられるまでになったのである。

　染原さんは、NPO 法人外国人就労支援セ

ンターで「インターナショナルジョブトレー

ニング」※ 2 の講師を務めている。ここでは、

外国人青少年に仕事に必要な日本語に加え、

社会のルールやマナーを教えることに重点

を置いている。座学だけではなく、外へ出

ていろいろな体験学習をすることもある。

　先日、高齢者施設の笑いヨガ講座の講師

に同行した。笑いヨガとは、作り笑いでも

OK という健康エクササイズ。ユーモアやお

もしろいことがないと普通は笑えない。と

ころが、笑うきっかけとなるエクササイズ

をしながら、作り笑いをすることで笑いは

本当の笑いに変わり、グループで笑うこと

で笑いは伝染していく。高齢者施設でお年

寄りと青少年がいっしょに笑いあい、とて

も元気を分け合った。その時、高齢者の方

が言ってくれた「ありがとう」という言葉が、

彼らをとてもうれしそうな表情に変えたそ

うだ。こういった課外活動を通して、日本

人とのコミュニケーションも学んでいる。

　ここで活動するようになった理由を尋ね

ると、染原さんは「恩返しをしたいから」

と答えた。国際交流協会のボランティアの

　染原英二さんは日系ブラジル人で、15 年前に
来日した。この間に自動車関連工場や豆腐屋な
どの仕事を経て、現在は NPO 法人外国人就労
支援センター（豊橋市）で外国人青年の就労を
支援している。染原さんはどのような想いで活
動しているのだろうか。2011 年 12 月上旬、セ
ンターを訪れ、お話を伺った。

NPO法人外国人就労支援センター
豊橋市で「地域の外国人青少年が自ら夢
を描き、それを実現できるよう就労支援
すること」や「どんな子ども達も安心し
て暮らせる環境を作ること」を目的に活
動。インターナショナルジョブトレーニ
ングをはじめ、日本文化講座、外国人学
校支援事業を実施している。また、Web
デザインや翻訳事業、カフェの運営、行
政の委託事業等を通じて実際の就労の場
と地域社会への貢献を果たしている。

住所：〒 440-0016 愛知県豊橋市牛川町
字東側 63
Tel: 0532-39-7406
E-mail：shuroshien@gmail.com 　
H P ： h t t p : / / w w w . g e o c i t i e s . j p /
shuroshien/

 INTERVIEW2 外国にルーツをもつ人々

ＮＰＯでの役割

４ たぶんか便り



方にとてもお世話になったという染原さん

は、その時の恩を直接お世話になった人に

ではなくても何かしらの形で返したいとい

う思いで、この活動をしていると語る。

　染原さんは、この 15 年間で数多くの仕

事をしてきた。重労働のため多くの人がや

りたがらない工場の仕事もした。染原さん

は「“ 食わず嫌い ” が嫌いだから」だという。

結果が良いか悪いか、何事もやってみなけ

ればわからないと考え、いろいろな職場で

働き、たくさんの人との出会いを繰り返し

て今の活動に至った。また、どんな小さな

ことでも「never give up」の精神を大切に

している。最近では、苦手な納豆に 6 度目

の挑戦をしたそうだ。「結果は・・・やっ

ぱりダメだった。でも、今度また挑戦して

みます」と笑いながら話してくれた。

　そんな自身の経験や考え方を、センター

の活動を通じて青少年に伝えている。教室

にはいくつかの貼り紙がある。それは、染

原さんの人生経験から導かれた「教訓」だっ

た。『郷に入れば郷に従え』、これは、その

土地やその環境に入ったなら、そこでの習

慣ややり方に従うのが賢い生き方であると

いうものである。染原さんは自身の体験か

ら、最低限のルールに従えば、日本人と同

じような扱いを受け、変な目で見られるこ

とはないし、そのような考え方でいればす

ぐに環境に馴染めるだろうと、考えている

そうだ。他には、『先に言うと「あいさつ」、

後から言うと「ただの返事」』という言葉

もあった。あいさつを待つことは誰でもで

きる受け身的な行動である。先にあいさつ

をする積極的な姿勢を持ってほしいという

想いから教訓にしているとのこと。実際に

この教訓を掲げてから、センターに通う青

少年たちは、自分から積極的にあいさつを

するようになったそうだ。

　多文化共生社会の実現のために必要な活

動について聞いたところ、「意識すればす

るほど遠ざかる」という言葉が返ってきた。

活動することはよいことだが、意識し過ぎ

ると共生が遠ざかってしまうというのだ。

例えば、ブラジル人のためのフェスティバ

ルを開催したとすれば、ブラジルのことを

知る機会があって多文化共生に繋がると考

えられる。しかしそこで参加者は日本とブ

ラジルの大きな違いを知り、その違いが両

者を遠ざけてしまうことにもなりうる、と

染原さんは考えている。そういった活動を

すればするほど、余計に外国人として意識

をしてしまう。違う文化に溶け込むことは

思っている以上に難しい。しかし一方で、

そうはいっても放っておけばいいというこ

とではない。多文化共生に最も必要なのは

「時間」だという。必要以上に意識し過ぎず、

時が経てば自然と多文化が共生する社会に

なっていくと考えているそうだ。10 年前、

日本人はブラジル人に対して “ 出稼ぎ ” と

いうイメージをとても強く持っていた。し

かし今日では、日本で多くのブラジル人が

家族を伴って来日し、また日本で新たな家

庭を築いている。日本社会もブラジル人に

対するイメージが少しずつ変わってきてい

る。もちろん、それにはこの間に多くの人

によるさまざまな取り組みがあったからこ

そだが、時間の経過による社会や個人の生

活環境の変化がイメージの変化に大きな影

響を及ぼしたと染原さんは考えている。

　染原さんの青少年に対する想いは、父親

の子どもに対する想いと同じだ。「プライ

ベートと仕事を一緒にしてはいけないとわ

かっているが、ただの生徒としてみること

ができない」という。自身の経験が生徒と

重なり合うこともあり、放っておけず親身

になって考えてしまう。時には上司から、

記者あとがき
染原さんはご自身の努力と周りのサ
ポートによって、日本人と外国人と
の隔たりを越えることができたが、
それができない人はまだ多い。その
ような外国人青年を救おうとする染
原さんの想いは、とても熱いもので
あった。それでも、センターの活動
を通じて直接救うことができる外国
人は限られている。まずは私たち日
本人が外国人との敷居を低くするこ
とを考えるべきではないだろうか。
そして、そのために何をしていくか
が次の課題だ。今回のインタビュー
を通して、これからの多文化共生に
について深く考える事が出来た。

（文責：冨永翔太）

そこまで考えすぎるなと言われることもあ

るほど、熱い想いをもって取り組んでいる。

そんな染原さんがいる外国人就労支援セン

ターは、生徒たちにとって楽しくて安心で

きる居場所となっている。そこは学校とも

仕事場とも家とも違う。そこへ行けば、自

分と同じような境遇の人と話ができる。あ

る生徒は、家で一人で勉強するよりもセン

ターで誰かと一緒に勉強したほうが楽しい

し頭に入ると言っていたそうだ。センター

は、個人の居場所でもあり、人とつながる

場にもなっているようだ。

※ 1．NPO 法人外国人就労支援センターが

運営するカフェ。外国人青少年の職業訓練

の場としても活用されている。

※ 2．青少年が就労に必要な語学やパソコ

ン、食事・電話のマナー、日本文化、地

域社会の仕組み等を習得できるように学

ぶ場。

食わず嫌いはイヤだ

伝承したい意思

意識すればするほど遠ざかる

親ごころ・居場所

写真：染原さんの「教訓」が書かれた張り紙。　

写真：インターナショナルジョブトレーニングの様子。　

５たぶんか便り
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　県内で活動する外国人自助組織の現状把握を目的として、8 つの団体（ブラジル 2, ペルー 2, 

フィリピン・中国・アフリカ・ラテン各 1）に聞き取り調査を行いました。スタッフが語学

力を発揮し彼らの母語で聞き取りをしたことで、各団体から様々な意見や相談の声が寄せら

れました。調査だけでなく、団体が参加するイベントやダンスの練習風景などを見学させて

頂いたりもしています。

　今回の調査から、各外国人自助組織が地域での活動を継続・発展させていくためのポイン

トを探り、適切なサポートができるよう、今後も外国人自助組織の皆さんとの交流を深めて

いきたいです。

外国人自助組織への聞き取り調査

愛知県多文化共生コミュニティ支援事業

事業報告
2011 年度 （2011 年 6 月～ 12 月）

当団体は 2011 年 8 月に愛知県より「多文化共生コミュニティ支援事業」を受託

しました。本事業では、8 つの外国人自助組織の皆さんの活動促進支援を通じて、

外国人の社会参画に取り組んでいます。

　9 月 15 日から、7 名のスタッフと共に事業を担当して 3 ヶ月半が経過しまし

た。多様な経験や語学力を活かし、チームワークで取り組んできた事業の状況を

スタッフの久保が報告します。

　10 月 24，25 日に栄（名古屋市中区）で国際交流・国際協力・多文

化共生をテーマに市民や NGO・NPO、企業、行政が協力してつくりあ

げるイベント「ワールド・コラボ・フェスタ 2011」が開催されました。

25 日のオアシス 21 のステージではペルーの団体「ILLARIY DEL PERU」

さん（豊橋市）とコロンビアの団体「CUMBE」さん（名古屋市）が伝

統舞踊を披露しました。

　当団体は、もちの木広場のブースで、愛知県内の外国人自助組織の活

動紹介パネルの展示やクイズ、アジア・アフリカ雑貨の販売協力などを

行いました。今回が初めてのブース参加で不安も大きかったですが、予

想以上の反響に驚きました。少しでも多くの方々に愛知県に住む外国人

への理解が深まる機会となったことを願います。

ワールド・コラボ・フェスタ2011

　「ボランティアスタッフを増やしたい」、「イベントの参加者を増やした

い」という各団体が、そのために必要なノウハウを身につけられるよう、

11，12 月に団体認知度アップのための広報研修を開催しました。プロの

デザイナーを講師に迎え、想いを届けるチラシとはどのようなものか、

作成のポイントはどのようなところにあるのかを学びました。外国人自

助組織の皆さんの熱心に質問される姿に、こうした研修会の必要性を強

く感じました。次回は、団体運営に必要な資金獲得に関する研修会を開

催します。外国人自助組織の皆さんにとって、実りある研修会になるよ

う頑張ります。

外国人自助組織向け研修会の実施

 6 たぶんか便り



2 外国にルーツを持つ子ども応援隊

2011 年 12 月 11 日、「外国にルーツを持つ子ども応援隊」を開催しました。本

イベントでは、外国にルーツを持つ子どもたち（小学生・中学生・高校生）とそ

の保護者らを対象に、日本で夢を叶えて活躍する外国人へのインタビューの紹介

や高校・大学進学、就職に関する説明や意見交換などを行いました。当日の企画・

進行を務めてくれたのは、愛知淑徳大学の大学院や教育学科小島ゼミ及び名城大

学の有志の皆さん！当日まで何度も打ち合わせを重ね、子どもたちが夢を叶える

ためにはどうしたらいいかをわかりやすく説明してくださいました。学生の皆さ

んによる説明の後は、保護者の皆さんが熱心に質問や相談をされていました。当

日の様子はブログでもご報告していますので、ぜひご覧ください。

http://blog.canpan.info/mrc-t/archive/263

県民の方々に外国人自助組織についての理解を促すため、各団体の基礎情報や今後の活動発展に

向けた皆さんの想いを綴った冊子を作成しています。原稿作成や写真・情報収集と大変な点が多

いですが、皆さんと協力して、充実した内容にしたいと思います。

今後の予定「外国人自助組織紹介イベント」

2 月 26 日（日）に名古屋市内で外国人自助組織を紹介するイベントの開催

を予定しています。詳細は後日ブログやチラシでお知らせします。多くの方

のご参加をお待ちしています。

外国人自助組織紹介冊子の作成

東海地域には約 170 ヶ国・40 万人の外国人が暮らしています。あなた

はどのくらいの外国人と挨拶したり、話をしたことがありますか？「世

界グルメぐる MAP」では、「食」を通じて身近な外国人と出会い、異文

化に触れるきっかけづくりとして、外国人が経営したり働いているお店

を紹介します。このグルメマップを持って、ぜひお店に出かけてみてく

ださい。扉を開けたら、各国のおいしい料理と温かい笑顔が迎えてくれ

ることでしょう！

概要

● 発行部数　　2000 部　

● 発行時期　　年３回　

● 発行エリア　名古屋市内（大学、国際交流協会、飲食店等）、他

● 内容　　　　飲食店紹介（6 ～ 8 店舗）

　　　　　　　 外国料理の簡単レシピ

　　　　　　　 オススメなお店診断　等

発行！

「
」

７たぶんか便り



多文化共生について
考える

A

B

A

B

外国人労働者を積極的に受け入れていくべき　

特定の外国人労働者を選んで入れるべき　

 1. あなたの考えはどっち？ 今後、日本社会は・・・

A

◆日本が必要としているのであれば、どんな人でも受け入れるべき。 
◆労働力が増える。

◆国内約 190 の国籍を持つ人々が、それぞれ同胞
　支援できるようになれば、日本は外国人コミュ
　ニティの豊かな国になる。
◆同胞支援から見えてきたことをもとに、日本社
　会に提言してもらいたい。

を選んだ人の意見

を選んだ人の意見 B

を選んだ人の意見

を選んだ人の意見

◆受け入れる側の責任を考えると、ある一定の基準を
　設ける必要があるのでは？
◆積極的に受け入れた場合、リーマンショックのような
　事態が起きたときにまず先に切られてしまう人が増
　える。特定の人だけならそれを防げるのでは？

◆日本人に外国人への理解が得られたら、外国人コミュニティは様々な支
　援が受けられるようになるかもしれない。外国人に教えてもらわないと
　わからないこともあるので、外国人から働きかけてほしい。
◆ A だと外国人が日本社会の中で孤立してしまうのでは？
◆自分たちのコミュニティだけでは、できないこと、わからないことも多
　い。日本人と交わることで、いろいろ知れるし、できるようになる。特
　に子どもがいる人は日本人と接していないと、子どもも日本社会から　
　離れていってしまってかわいそう。

現在の日本社会は、外国人労働者に対して、一定の制限を設けています。「永住者」「定住者」「日本人の配偶者等」「永住者の配偶
者等」の在留資格を持つ人は基本的に、就ける仕事の種類への制限を受けることはありませんが、それ以外の在留資格を持つ人は、
就労可能な職種が限られています。海外の国ではどうでしょうか。例えばカナダやオーストラリアでは、高度な知識や技術をもつ
人の入国審査やその後の永住権取得等を優遇するために、学力・スキル・財産等に基づく「ポイント制」を導入しています。日本
はそうした海外の事例にならって、高度人材を受け入れるための制度づくりについて議論を行っています ¹。しかし、世界には労
働力の不足している国が数多くあります。日本が外国人労働者に選んでもらえる国になるため、外国人労働者の受け入れ制度に加
え、在住外国人の福祉の向上など生活面での配慮についても考えていく必要があります。
¹【参考】http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri06_00020.html

　　　　　　　　　　　　　　現在、日本には 213 万人 * を　

　　　　　　　　　　　　　　超える外国人が暮らしています。

　　　　　　　　　　　　国籍や民族などの異なる人々が、互い

　　　　　　　　　 　の文化的違いを認め合い、対等な関係を

築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくため

には、今後の日本社会はどのように進んでいくべきでしょうか。

前回に引き続き、労働、外国人コミュニティをテーマに、新規ス

タッフ研修で出た意見を踏まえて考えます。

                     * 平成 22 年末「登録外国人統計統計表」（法務省）より

A

B

日本人・日本社会では対応が難しいことを独自にすすめて、同胞支援を強化するべき　

日本人・日本社会が異文化対応できるよう日本人・日本社会への理解を促すべき

 2. 今後、外国人コミュニティは・・・

「多文化共生」とは、国籍にかかわらず、すべての人
が地域社会の構成員として、よりよく暮らしていける
社会をつくっていこうというものです。日本人による
外国人支援や、出身や言語が同じ外国人同士による同胞支援、また外国人による日本人への異文化理解などは、すべて多文化共生社
会を実現するための手段の一つで、どれも重要なものです。それぞれの団体が、理想とする社会の状態や、解決すべき課題をどのよ
うに捉え、その実現・解決に向けてどのような手段を選択することが最適であるかを考えなければなりません。そして、その意義と
活動の成果を社会に発信し、より多くの人の理解と共感を得ることが何より大事なのです。

８ たぶんか便り





2005 2006 2007 2008 2009 2010

世界合計 10,689,005 12,761,308 14,449,928 16,426,854 17,348,052 18,762,989

１．　アメリカ 6,424,848 6,526,429 7,564,887 7,825,607 7,323,661 7,862,207

２．　カナダ 117,061 590,627 595,079 1,308,692 1,900,963 2,022,611

３．　サウジアラビア 949,372 1,117,915 1,141,319 1,387,120 1,470,571 1,544,343

４．　イギリス 300,725 561,670 684,007 776,354 859,612 888,959

５．　日本 356,659 453,398 401,612 575,181 773,561 882,996

６．　ＵＡＥ 257,429 427,246 529,963 621,232 644,822 775,237

７．　シンガポール 240,149 285,126 386,409 523,951 649,943 734,131

８．　イタリア 430,071 574,662 635,944 678,539 521,297 550,515

９．　ドイツ 142,530 162,020 207,935 304,644 433,488 448,204

１０．　ノルウェー 19,184 128,279 159,150 185,619 352,488 372,701

合計 9,238,028 10,827,372 12,306,305 14,186,939 14,930,406 16,081,904

全体に占める割合 86% 85% 85% 86% 86% 86%
出典：Bangko Sentral ng Pilipinas in POEA 2010年報告書

フィリピン人による母国への送金の送金元国トップ10  2005年～2010年

●  Manila

●  Cebu

移民労働者からの国際送金額は 2000 年の 1320 億ドルか

ら、2010 年には推計 4400 億ドルに増加した。送金の受

け取り額のもっとも多い国は、インド、中国、メキシコ、フィ

リピンとフランスである。フィリピン向け送金の送金元トップ

には米国、中東、マレーシア、カナダ、スペインなどが挙げら

れる。在日フィリピン人の数は推計 210,181 人であるが、不法

滞在者も含めるとその数はもう少し多くなると考えられる。

　国外に居住するフィリピン人は約 900 万人に達し、これは

フィリピンの総人口のおおよそ 10% に相当する。フィリピン

人移民の多くは、家族を支援するための移民労働者である。フィ

リピン国内の社会的・経済的状況の悪さが、国外への流出のプッ

シュ要因となっている。また、移民政策実施、受入国との国際

合意、フィリピン人移民労働者の支援を担う公的機関の設置な

ど、国家としても移民を支援している。同時に、世界需要に見

合った人材を供給できるよう、フィリピンでは教育や研修シス

テムが改革され、移民労働者の福祉問題、出発前オリエンテー

ションなどを管轄するフィリピン海外雇用庁（POEA）と海外

労働福祉庁が労働省の傘下に置かれることになった。 

海     外で就労するフィリピン人の多くは医師、理学療法士、

看護師、会計士、IT 専門家、エンジニア、建築家、エンター

テイナー、技師、教師、兵士、船員、学生、介護士、家政婦といっ

た職業に就いている。世界の多くの国に居住していることか

ら、フィリピン人は世界的な多国籍間社会を形成するように

なった。国際的な求人需要とフィリピンの人材供給条件が合

致したことがこの現象の要因であろう。過去 30 年に「移民文

化」というものが出現し、直面すると思われるリスクや困難

を顧みずに出稼ぎ労働に出るフィリピン人が何百万人と発生

した。2008 年には介護士など福祉分野におけるフィリピン人

海外移民労働者の苦境を描いた映画、Caregiver （Star Cinema

放映）が公開された。この映画で取り上げられる、異国での

困難、人種差別、職場で受ける不平等な扱い、家族問題などが、

移民自身の姿と重なり、多くの海外出稼ぎ労働者の好評を得

る結果となった。先進国では、高齢化問題に伴い介護分野で

の求人需要が依然と高く、海外でのこの種の雇用機会は確実

なものとなっている。

多くの受入国で景気が悪化しているにも関わらず、海外

に移民するフィリピン人の数は依然と増加傾向にある。

このことからも、フィリピン人海外移民労働者からの本国へ

の送金額が 2005 年の 106.89 億ドルから 2010 年には 187.62

億に増額していることへの説明がつく。ゆえに、フィリピン

政府も外貨獲得および国内の失業問題解消の一環として、移

民送出を推進している。出稼ぎ労働者のいる家庭では、海外

からの送金を生活費、住宅費、子どもたちの教育費、その他

零細事業への投資などに活用している。受入国のニーズによっ

て大きく左右されるものの、需要がある限り、移民流出傾向

は続くであろう。一方、有能な人材が多く移民していること

から、頭脳流出の懸念も浮上している。海外移民労働者の増

加に伴い、国家当局も海外にいる自国民の保護に向けたより

良い政策作りに追われることであろう。（寄稿：Elvinia Jose）

世界のグローバル化が進み、人の移動はより簡単なものとなった。国際移住機関（IOM）の 2010 年版『世界移住報告書』

によれば、2000 年の国際移民人口が 1 億 5000 万人であるのに対し、2010 年には推計 2 億 1400 万人になったとさ

れている。過去 20 年の増加率で今後も移民の数が増えた場合、2050 年には国際移民人口が 4 億 500 万人に達する

であろうという。フィリピンでは人口の 10％もの人が海外で移民として、医療・福祉・金融・IT・技術などの幅広

い分野で就労しており、移民政策が国としても大きな課題となっている。

フィリピン人移民労働者の流出

世

多文化事情

界の ピ編イフンリ

１０ たぶんか便り

(Picture is courtesy from Star Cinema, Inc., Philippines)

写真：2008 年公開のフィリピン映画。テーマは海外出稼ぎ介護士



日本では、一般的に1月１日から３日までを「正月」
とよびます。お正月には、「あけましておめでとう
ございます」という特別なあいさつが交わされ、多
くの日本人は、神社を訪れて、新年の無事をお祈り
します。これを「初詣」と　いいます。このように、
日本のお正月には特別な習慣があります。みなさん
　　の国では、お正月をどのように過ご
　　　　しますか？
　　　　

正月
のお
過 方し
ご

世界の

イラスト ： じゅんじゅん

11 たぶんか便り

では 1 月 1 日が一年で一番大事な日です。全国

の大人たちがパーティに行きます。私たちは、その日に願い事

をすれば必ず叶うと考えています。例えば、その年に旅行した

い場合は 31 日のちょうど 24 時に鞄を持って外に出ます。また、

パーティに参加した人は乾杯する時にシャンパンの中に 12 個の

ぶどうを入れます。12 個のぶどうは 1 ～ 12 月までの 12 ケ月を

表します。一つ一つのぶどうについてひとつの願い事をします。

それぞれの願い事が異なるのですごく楽しいです。

（ロサリオさん　ボリビア）

では、正月を家族と一緒

に過ごします。大晦日の晩の食事はメディア

ノチェといって、豪華な食事がたくさんあり

ます。例えば、豚レチョン（丸ごと焼き豚）

やビコ（甘いもち米）やパソシト（焼きそば）

などがあります。さらに幸運をもたらすため

に、テーブルの上に 12 種の丸い形をしてい

る果物を乗せる習慣があります。

（ホセさん　フィリピン）

では旧正月を正月とし、前日

はお寺に行き、今年の幸運を祈ります。（現代

では、お寺にいくのは、子どもとお母さんで、

若者のほとんどは花火を見にいきます。）正月

は、家族みんなが実家に集まり、もち米と緑豆、

豚肉をバナナの葉で巻いて茹で上げたベトナム

のおこわ Bánh Trung（バィン・チュン）を食べ

ます。（ヴァンさん　ベトナム）

では、旧暦の旧正月こそが新年となります。一般的な

新年の挨拶は、새해 복 많이 받으세요．（セヘ ポッマニ パドゥ

セヨ）で「新年の福をたくさん受け取ってください」の意味に

なります。日本と同じようにお年玉、年賀状、凧揚げ、こま回

し…おぞうにの代わりにトックと呼ばれるもち入りスープを食

べる習慣があります。中でも最も大きなイベントは、家族が集

まって朝行う先祖供養の儀式「茶礼（チャレ）」。テーブルいっ

ぱいに料理をたくさん並べ、年長順に先祖に新年の挨拶をしま

す。その後は、みんなでワイワイとパーティのように飲んで食

べて楽しみます。 ( ミョン・ジャさん　韓国）　

の旧正月は大晦日からです。夜、皆でご

ちそうを食べます。上海では年越しには手作りの

甘いゴマ餡の「湯圓（タン ユァン）」を食べるこ

とが欠かせません。その後、テレビの前でお菓子

を食べながら（主にひまわりやすいかの種など、

いろんな種が多い）、テレビの春節特別番組を見

ます。12 時になると上海の空が真っ赤になるくら

い、皆で爆竹をやります。(厉帼さん　中国上海）

　

では年越しの際に、平和を願って

白い服を着る習慣があります。年始には、鼻を使っ

て地面を掘り進む姿から、一年が前進するという

意味で、ブタ肉料理を食べます。逆に七面鳥（後

ろに下がる）は食べません。フルーツでは、ブド

ウを食べてその種と一緒に「悪いこと」を投げ捨

てます。またザクロの実を７つ食べ、その種を財

布に入れておくと金運がアップするといわれてい

ます。(山田ワネッサさん　ブラジル）　

韓国

フィリピン

中国

ボリビア

ブラジル

べトナム



　2011 年 11 月 30 日、稲沢市民会館で行われたチャリティーディナーショーに参加し

ました。このディナーショーの目的は、ケニアの中学校の設備充実と現地の子どもたち

の教育環境の改善のための寄付を募ることです。

主催者の一人、間宮ジョンランさんにこの活動に対する思いを伺いました。ジョンラン

さんは、日本人のご主人と共に、10 年ほど前に来日。現在は韓国語・英語教室を運営し

ながら、国際交流活動に情熱を注ぐ韓国人の女性です。「私は日本で 10 年ほど暮らして

いますが、外国人という視点に立つと、まだまだ日本には外国人に対してバリアがある

ように思います。バリアというか、無関心な人が多いといったほうが適切でしょうか。

異文化交流・多文化共生を実践するときに必要なことは、関心を持つこと。相手のことを、

また自分たちが生きている社会がどのような状態であるかということを知ることです。無関心でいては何も始まらないのです。だから、私も日本に

いる外国人の一人として、日本の皆さんに少しでも多くの国際交流をしてもらいたくて、また自分たちが暮らしているこの世界の状況を知ってもら

いたくてこの活動をしています。このようなイベントやショーが何かのきっかけになれば嬉しいです」。

　また、ジョンランさんは「日本と私の国を比較すると、韓国はクリスチャンが多いということもあり、チャリティーの土壌が形成さています。土

壌のない日本でチャリティー活動を行うことはなかなか大変です」とも話してくださいました。今回このディナーショーには、多くの観客を募るため、

韓国のダンスグループ「B-BOY」から 7 人のメンバーが来日し、無償でダンスパフォーマンスを披露してくれました。様々な人の思いが一つになった

今回のチャリティーショー。私もスタッフとして参加させて頂き、「国際交流」「異文化理解」の楽しさを肌で感じました。

　最後に、ジョンランさんと B-BOY の皆さんからのメッセージを紹介します。

「韓国と日本は、歴史を振り返ると様々なわだかまりがありますが、時が流れ、今は韓流ブームも起こり、友好的な空気が流れています。“ 近くて遠い国 ”

であった両国が、“ 近くて近い国 ” になったことは本当に嬉しいことですが、これを一過性のブームで終わらせるのではなく、私たちはみんな地球と

いう一つの家に暮らす家族であるという認識を両国民の間で、また世界中の人たちが持てるように、これからも国際社会に貢献していきたいです」。

私もこの言葉を聞き、自分自身も地球市民の一人として何かやれることを見つけ行動に移したいと強く思いました。（文責：永井真衣香）

国際交流の真髄に触れ

異文化体験がしたい、語学を生かしたい、
文章を書くのが好きな方など、お気軽に
お問い合わせ下さい。

団体正会員　年会費　20,000 円

個人正会員　年会費　5,000 円

賛助会員　　年会費　3,000 円

寄付　　　　一口　　1,000 円

＊ご支援頂ける方は下記までご連絡下さい。

多文化共生リソースセンター東海
〒 453-0021 愛知県名古屋市中村区

　　　　　   松原町 1-24  COMBi 本陣 N203

    TEL: 052-485-6150　FAX: 052-485-6155

　E-mail: mrc-t@nifty.com

    blog: http://blog.canpan.info/mrc-t/

発行：( 特活）多文化共生リソースセンター東海

発行責任者：土井佳彦

編集スタッフ：河村槙子 ( 編集長 )・竹内智香

　　　　　　　冨永翔太・永井真衣香 ・近藤淳宗

　　　　　　    岡田壮彦・久保智美　

サポーター会員大募集！

ニュースレター編集に参加してくれる
仲間を募集しています。

永井真衣香

竹内智香

河村槙子 (編集長）

近藤淳宗

冨永翔太

多文化共生の第一歩は知るという
こと！これからもどんどん五感を
駆使して新しい世界へ！

今回のインタビューで、中国人の
方々が抱えている深刻な問題を知
りました。やはり交流が 1番大切
だと分かりました。

編集チームの皆さんの
想いと努力があってこ
そのニュースレター。
最高のチームです。

　今回もイラストとレイアウトを担当
しました。なかなか大変な作業でした。

インタビューは緊張しました。　
執筆では読者にわかりやすく、か
つ共感を持ってもらえる文章をつ
くることの難しさを感じました。

１２ たぶんか便り

たぶんか便り
第５号 2012.1

イラスト ： じゅんじゅん
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